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●はじめに　
イランの高名な新聞「ケイハー






















アジ研ワールド・トレンド No.182 （2010. 11）















ディー・サドルが、彼女のホームページに告訴状を公開しているで訳出しよう。　「ケイハーン紙は、一三八六年オルディーベヘシュト月五日（水曜日） の号において、 これから 〔証拠として法廷に〕提出する「一妻多夫論支持者を自ら暴露」というタイトルの記事で、私 〔一妻多夫の支持を〕関連させているが、これはつぎの理由で、明白な 誹謗、中傷、諷刺そして虚偽の公表にあたる。理由一：ケイハーン紙は「シャー










トマダーリー氏は法廷で自ら弁明を行い、彼の弁明文の全文もまた、ネット上の複数 サイトで公開されている。シャリ アトマダーリーは『ザナーン（女性 ち） 』誌一四一号にシャーディー・サドルが寄稿した文章の一部を引用する。 「……男性は複数の妻を持つ権利を享受でき、婚外の性交渉持ったと疑われた男性 、文化的に法の秩序〔裁き〕の御前に引き出されるが、実際には彼は重罪被告人団のなかにおいて、彼が権利を有する婚外性交を法 則って〔一時婚の形式をとらずに〕行わなかっただけのことだという小さな過ちを、個人的に問われるだけにすぎない。この場合一時 訴訟と
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問う。そして、サドルが活動資金についてオランダの財団にだけ言及したのは、アメリカやシオニストの機関からもらっていると口するのが恥ずかしかったからではないか、 とた みかける。 シャリーアトマダーリーは、つぎのようにサドルがスパイであると う確信を述べる。　「なぜケイハーン紙がこれを報じたか、シャーディー・サドル女史にお知らせしよう。あなたとなたの友人たちは、この国のいたいけな乙女たちの関心を惹いてあちら側に行くようにそそのかす時、ご自身が外国の使いっぱしりの何番目かであるとの本質 決して明らかにはしない。そして自分でも信を置いていない舌先三寸、大言壮語をは 、娘たちを騙すために利用している。それゆえにケイハーン紙は、あなたの本当の財源とあなたの組織に財政的補償を与えている者たちを 賢いこ国の貞節な娘 ちのために明らかにすることが義務であると考えたし、今も考えている。 」　シャリーアトマダーリーが、い
たいけな乙女たちを騙す行為として言及しているのは、 「差別的な法の改正を求め 一〇〇万人署名キャンペーン」であ 。これは二




ントの〕前歴があることを文書で示せるだろう。識字能力がなく特別な人格によ 絶望〔性格破綻〕がそうした女たちの共通点である。勿論、キャンペーンの関係者たちは、大山鳴動してネズミ一匹だと理解した後は、キャンペーンのシャッターを降ろ ており、恥辱のあまり流した冷汗を額からぬぐったか、あるい 冷汗を流すだけの恥の感覚も欠如しているのか、私にもわ らない。 」　
第一回公判は、シャーディー・
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の《陰謀の暴露》が弁明の中心であるとわかる。　
彼はまず、出版法第六条の「公
衆の覚醒を増し、公益を護るために、国の内外 情報を入手し報道することは、出版の法的権利である」という条文にふれ、これを妨害する者は禁固六カ月から二年の処罰の対象 なる、という規定にも言及する。そしてエバーディーの本質を暴露するケイハーンの記事は「公衆の覚醒を増 、公益を護る」報道に他ならない の自負を言明する。ケイハーンの視点からすると、エバーディーは「転覆した国王に命をささげていた。パフラヴィー朝の血塗られた体制殺戮者の手による祖国の人民虐殺を、ゴロツキと狼藉者への対抗措置と考えていた」 とされ 。彼は、国王時代にエバーディーがメヘナーズ・アフハミ という、現在では国外に逃れた王党派の人物のもとで働いていたと述べ、彼女が国王に対して 「遺体洗浄人が （の遺体）を連れ去れば い」と言ったとされるこ につ 、 「遺体洗浄人がブッシュやシモン ペレスやネタニヤフ（の遺体を）連れ去ればいい」と言うだけの勇気は持ち合わせているのか、と問う。　
エバーディーのノーベル平和賞






る。そして、エバーディ のような人物をイラン女性の模範に据えることができれば イランを内側から崩壊させることができる、とのアメリカ シオニストの意図ノーベル賞選考に反映された、という自説を法廷で展開した。　
エバーディーは、バハーイー教
徒の人権を弁護しているのであってバハーイーの信条（イランではバハーイーは宗教と認められない） を擁護して るわけでは い、と主張しているが、シャリー トマダーリーはそれに対して、カナダ在住のエバ ディーの娘がバハーイーに改宗したという噂にも













無罪とされることを嘆くか、それとも対立する主張が公開の場で展開され一般市民に裁かれている現実を是 するかは、評価の分かれるところであろう。 《外国》を痛罵し諸悪の根源とする考え、そして市民的な運動が国境を越えてネットワークをどんどん展開してしまう側面。イランはこの二つの相貌の共存と相克に存する 考えさせられた一例であ 。（やまぎし
　
ともこ／明治大学教
授）
